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を取得し，1985 年度に日本福祉大学に教授として赴任しました．本学には 28 年間勤務しました
が，後半の 14 年間は「管理職人生」が続きました．本年 3 月に 65 歳で定年退職し，その直後の
本年 4 月，学長に就任しました．本学に赴任した直後に，「毎年 1 冊は著書を出版する」と決意
し，教授在職中の 28 年間に 23 冊の著書（単著 18 冊，共著 3 冊，共訳書 2 冊．編著は含まず）
を出版し，ほぼ目標を達成しました．うち 2 冊では学会賞等を受賞し，別の 1 冊で第 2 の学位
（博士（社会福祉学．日本福祉大学））を取得しました．私の研究の視点と方法，資料整理の技法
は，2006 年に出版した『医療経済・政策学の視点と研究方法』（以下，『視点・方法』と略記し
ます．（1））第 4・5 章で詳しく紹介しました．これは，その前年の 2005 年 7 月の第 1 回日本福祉
大学夏季大学院公開ゼミナールでの「全体講義」（2）に大幅に加筆したものです．





2013 年 7 月 27 日
第 9 回日本福祉大学夏季大学院公開ゼミナール・研究者の語り
私の行ってきた研究とその方法









　まず，私が 1972 年に医学部を卒業して以来本年までに出版した著書を，4 つの時期別に紹介
します．42 年間に 26 冊出版し，うち 19 冊が単著です．著書には，単著と奥付に氏名が記載さ
れた共著と共訳書を含みますが，編著は除きました．
　（1）　代々木病院勤務医時代の 13 年
　第 1 期の代々木病院勤務医時代の 13 年間（1972 ～ 1984 年度．24 ～ 36 歳．年齢は年度開始







　第 2 期の日本福祉大学教授時代の前半 14 年間（1985 ～ 1998 年度．37 ～ 51 歳）には，以下の




















　第 3 期の日本福祉大学教授時代の後半，「管理職人生」が続いた 14 年間（1999 ～ 2012 年度．
52 ～ 64 歳）には以下の 9 冊を出版しました．これらはいずれも単著です．このうち『介護保険












　第 4 期の日本福祉大学学長時代は今年度から始まったばかりですが，4 月 1 日に『福祉教育は
いかにあるべきか－演習方法と論文指導』（勁草書房，2013）を出版しました．
　なお，第 2 期の最初の 2 冊（『医療経済学』と『脳卒中の早期リハビリテーション』）は，第 1
期の代々木病院勤務医時代の研究成果をまとめたものです．これらと 2 冊の共訳書を除くと，第
2 期の著書は 10 冊になります．また第 4 期の 1 冊は第 3 期の最終年度に原稿を完成したので，








































学赴任後は，2004 年 4 月まで 19 年間（アメリカ留学中の 1 年を除く），大学教授と代々木病院
非常勤医（病棟での研修医指導，リハビリテーション外来，往診）との「二本立」生活，および











　第 1 は，論理的に思考・執筆する 2 種類のトレーニングを積んだことです．まず，論文の書き
方や研究方法論の本を沢山かつ継続的に読みました．私は，1999 年度から毎年「大学院『入院』
生のための論文の書き方・研究方法論等の私的推薦図書」リストを作成し，大学院入学式で配布
していますが，これはそれの「副産物」です．このリストの 2013 年度版（Ver. 15）では 200 冊
を紹介しました（『福祉教育はいかにあるべきか』（4）に収録）．



























































































































































す（「朝日新聞」1999 年 12 月 17 日夕刊）．
　さらに，2012 年 11 月からは「疲れた」とは（人前では）言わないことを第 3 の美学にしてい
ます．これは昇地三郎氏（福岡教育大学名誉教授，106 歳）の「私は生涯，疲れたと言ったこと
はない」に触発されて，加えました（詳しくは，「二木立の医療経済・政策学関連ニューズレ
ター」100 号（2012 年 11 月））．ただし，これには大前提があります．それは，日常生活で無理
をせず，疲れないようにすること，特に睡眠時間を十分とることです．ちなみに，「私は…酒は

























　本報告の第 3 の柱として，『視点・方法』を 2006 年に出版して以降 7 年間の，私の研究につい
ての「心境」の変化と「重点移動」，および研究方法・手法の 2 つの進歩について述べます．前
者については，［参考 2：私の最近 10 年間の研究の「重点移動」について友人に知らせたメール］
もお読み下さい．
　（1）　研究についての「心境」の変化と「重点移動」






2010 年 2 月死去，74 歳）は「私の経験では，60 歳を過ぎるとかえって健康になりますよ」と励
ましてくれました．
　しかし，60 歳以降次の 2 つの「開眼」をしました．しかも，宮田先生が予言された（？）通
り，60 歳を超えたら確かに心身の健康状態が改善しました．







「実証（研究）」と訳される "positive （study）" を「事実解明的（研究）」と訳しています（12）．遅
まきながら，私の医療政策研究は「事実解明的」という意味での実証研究（表現は変ですが）で
もあることに気づき，心が軽くなりました．

















た．私は，1985 年度に日本福祉大学に赴任して以来 29 年間，自分の勉強・研究の自己管理のた
めに，次の 3 つの「ノルマ」・目標を課しています．①社会科学の独習・研究を毎日 2 時間以上
行う（これには，学会・研究会等に参加しての勉強時間や新聞を読む時間は含めない），②英語
の勉強を毎日 1 時間以上行う．③休日や校務等のない平日は 1 日 8 時間以上独習・研究する（こ
142
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れを「蟄居」と呼んでいます）（『視点・方法』（1）：157 頁）．『視点・方法』を執筆した 50 歳代後
半には，①は 8 割，②は 3 割，③は年間約 100 日に落ちていたのですが，60 歳代前半の副学長



































し，取り出せます（『視点・方法』（1）：152-153 頁）．今回数えてみたら，1985 年～ 2013 年前半の











































































　私は，論文を発表する「場」として以下の 3 つを持っています．第 1 は，『文化連情報』の連
載枠「二木教授（学長）の医療時評」で，2004 年 10 月号から開始し，本年 7 月号で通算 113 回
になりました．第 2 は，『日本医事新報』の連載枠「深層を読む・真相を解く」で，2011 年 4 月
2 日号から開始し，本年 7 月末で，通算 25 回になりました．
　第 3 は，「二木立の医療経済・政策学関連ニューズレター」です．これは私の友人・知人約
































　最後に，本年 4 月に学長に就任した後に気づいた研究に関する 2 つのことを述べます．1 つは，
学長業務のストレス解消の最良の方法は研究を行うこと，もう 1 つは研究と管理職業務は必ずし







ストレスはそれらとは桁違いです．勉強・研究（できる）時間も，副学長時代に比べ概ね 3 ～ 4
割減りました．例えば，4 ～ 6 月の 3 カ月間合計の「蟄居」日数（1 日 8 時間以上独習・研究し
た日数）は 2011 年と 2012 年が平均 41.5 日だったのに対して，本年は 25 日に減りました．ただ，













継続的に勉強することです．具体的には，勤務日は毎日，早朝 5 時に起床して朝食まで約 45 分
間，通勤の名鉄車中で 45 分間，7 時半に大学に着いてから 9 時に執務が始まるまで学長室で 1



































　この点での私にとっての「ロールモデル」は，恩師の上田敏先生です．先生は 8 年前の 73 歳
時に，「私は自分がある年齢の頃からほとんど変わっていないという感じをもっている」，「35 歳










『現代と文化（日本福祉大学研究紀要）』 113 号：89-114 頁，2006．






（８）　寺田寅彦「科学者とあたま」『寺田寅彦随筆集 第 4 巻』岩波文庫，1948，202-207 頁．






情報』2012 年 4 月号（409 号）：16-21 頁（「二木立の医療経済・政策学関連ニューズレター」93 号に
転載）．
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号（424 号）：16-20 頁（「ニューズレター」108 号に転載）．
（17）　二木立「研究論文はいかにあるべきか－研究倫理を踏まえた研究論文の書き方・指導方法」『現代
と文化（日本福祉大学研究紀要）』126 号：151-171 頁，2012（（4）第 3 章に収録）．
（18）　工藤晃『日本経済の進路』新日本出版社，1976，はしがき．
（19）　孔子，金谷治訳注『論語』岩波文庫，1963，84 頁．

























び院生 OB・OG100 人，研究者 250 人（うち医師研究者 50 人），医師・医療団体関係者 400 人，










































































［参考 2：私の最近 10 年間の研究の「重点移動」について友人研究者に知らせたメール］
（須田木綿子氏（東洋大学．日本学術会議連携会員）にお送りしたメールの一部）








であり，それの頂点は 2006 ～ 2008 年に行った保健・医療・福祉複合体の全国調査でした（上掲









































（「ニューズレター」103 号（2013 年 2 月）転載予定）などです．後者では，東京都区部の最近















（『日経メディカル』2013 年 7 月号のインタビュー前に大滝隆行編集長から送られてきた「事前
質問」に対する回答の一部．これの一部はインタビュ （ー23）に掲載）．
Sent： Monday， June 17， 2013 3：07 PM










を作成する際に，そのまま使えています．例えば，5 月 23 日の全学部合同教授会での「基調報
告」のレジュメは，学長会議のスタッフ等からの助言も参考にしながら，合計 7 回書き直しまし
た．読み上げ原稿も 3 回書き直し，事前に 3 回読み上げる練習をしたので，当日は時計を見るこ
となく，25 分の持ち時間ちょうどで終わりました．想定問答は合計 40 も作成したので，教員か
ら出されたどんな質問に対しても余裕を持って答えることができました．
